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■「家庭教育１０か条」                                         

 郷里の熊本県教委が、数年前「愛としつけー子どもを育むキャンペーン」の一環として、さまざまな

分野の方々の協力を得ながら「くまもと家庭教育１０か条」を策定しました。家庭教育の基本的な指針

として各家庭で活用していただくように考慮されています。 とてもよくできていますので、ご紹介いた

します。 最後の第１０条は「わが家の１か条」ということで、各家庭で考えて下さい。 

あらためて考えさせられる項目ばかりでした。                                             

 第１条 伝えよう 愛しているよの メッセージ                        

          （わたしは、家族にとって本当にかけがえのない存在なのですね。）                

  第２条 朝昼晩 元気にあいさつ 習慣に                                 

     （わたしは「おはよう」「こんにちは」「こんばんは」のあいさつをするといきいき過ごせ

ます。） 

 第３条 教えよう 事の善し悪し しつけから                           

     （わたしは、していいこと、してはいけないことをきちんと教わりたいのです。）    

  第４条 「ありがとう」は 生きゆく心の 出発点                     

     （わたしは、みんなに感謝して生きています。）                                  

  第５条 あすを支える がまん力                           

     （わたしにとって一つ一つの小さな我慢の積み重ねが生きていく糧になっています。） 

  第６条 自分の命 みんなの命 どれもが世界で一つだけ             

     （わたしは、生まれてきてよかったです。みんなの命を大切にします。）            

  第７条 家族仲良く 食事・団らん 心と体に栄養を                  

     （わたしは、家族仲良く食事をしたり話をしたりする時間がとっても好きです。）    

  第８条 体験で 得られる本物 知と心                                    

     （わたしは、体験を通して気づいたのです。わかったのです。変わったのです。）    

  第９条 この子もあの子も 地域で子育て みんなの宝                

（わたしのことを、近所のおじさん、おばさん、おにいさん、おねえさん、みんなが見守っ

ていてくれるのですね。）    

 第１０条 

「わが家の１か条」 

 

 

■新しい職員の紹介 

９月１６日から待望の二人目の事務職員が勤めはじめました。名はイナス・西鳥羽（にしとば）です。お母様が

日本人でエジプトにお住まいです。幼い頃は日本にもよく行き、日本語も少し話していたようですが、今は忘

れてしまったそうです。もちろん英語とアラビア語は大丈夫です。また、来週２０日（日）からは新しい英会話

の先生も勤めはじめます。オーストラリア人でとても優秀な方です。名はＥｒｉｎ Ｊｏｎｅｓ（エリン・ジョンズ） 

です。二人とも張り切っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

【校長のひとり言】「笑顔は最高の化粧、最高の身だしなみ」 

 

校長室から       
アッサラームアレイコム！ 


